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対象：昭和 22 年試案、昭和 26 年試案、昭和
35 年改訂、昭和 45 年改訂、昭和 53 年改訂、









平成 24 年度版（以下、[H24] と記す）、平
成 29 年度版（同、[H29]）全５社 10 種、
計 18 冊。教科書の出版社は、[TS] [KR] 










対象：A 大学教育学科、平成 29 年度第１学
年の学生 80 名（男子 59 名、女子 21 名）、
第３学年の学生 56 名（男子 34 名、女子
22 名）、B 大学教育学科第３学年の学生 82
名（男子 16 名、女子 66 名）、C 大学看護
学科第１学年の学生 67 名（男子９名、女








































































































































































































255 ページ（A ５版、平均 241.4 ページ）、編






は「 ア ジ（Trachurus japonicus）、 サ バ
（Scomber japonicus）」から採血した血液を
観察していたが、[KR] [SK] [JK] では、市販
の「脊椎動物の血液（ブタ Sus scrofa do-
mesticus、 ヒ ツ ジ Ovis aries、 ウ マ Equus 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































208 ページ（B5 版、平均 181.0 ページ）、編














































「動物解剖」が最も多く 272 名中 79 名（29.0
％）、解剖件数は 103 件（複数回答）であっ
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